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(KTal-xNbx0 3, KTN) 単結晶による屈折率グレーティングフィルタとニオプ酸ストロンチウムバリウム (SrxBal- x
Nb206, SBN) によるホログラムメモリである。
まず、レーザ溶融ペデスタル法による KTN の単結晶ファイバの育成、徐冷法と TSSG 法によるバルク単結晶の育
成をした。次に、プロトン取り込みに酸素空孔が有効であることを見出し、添加物の Li、 Cu と同時にプロトンを
KTN 単結晶に導入することに成功した。続いて、この KTN 単結晶を用いてフォトリフラクティプ屈折率グレーティ
ングの熱定着を行い、波長フィルタとして機能し、光照射にも強いことを示した。これは、 KTN について始めて熱
定着の方法を提供するもので、電気制御ができる屈折率グレーティングの実用化への道を聞く重要な成果である。
さらに、 Czochralski 法によって数 cm の大型の SBN 単結晶の育成に成功した。続いて、低温熱処理により多重
度が高く、保存寿命が長くなることを見出した。さらに、酸素空孔の生成と消滅の機構を解明し、酸素空孔の濃度変
化によりメモリ特性の変化を説明した。これは、装置性能に合わせた媒体特性設計への道を開くもので、 SBN を用
いたホログラムメモリ装置を実用化する上で重要な成果である o
以上述べたように、本論文は、 KTN のフォトリフラクティプ効果についてプロトン導入という材料改質と熱定着
の機構解明を行い、波長フィルタの作製技術を確立し、また、感度の飛躍的に高い SBN を用いた大容量ホログラム
メモリの実用化に導く重要な成果を得ており、学位(工学)論文として価値のあるものと認められる。
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